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「協働で取り組むプロジェクト」は、将来の望ましい環境像の実現に向けて、市民、事

BC、民間団体及び市の各主体が協働して取り組むべき行動について 10項目にまとめたも

のです。これらの項目を具体的に実現させていくためには、市民、事業者、民間団体及び

行政が知恵を出し合って実行計画を立て、多くの人の協力を得ることが重要です。

1 省エネルギーとエネルギー転換によるストップ地球温暖化

地球温暖化は、二酸化炭素をはじめとする����の濃度が高くなることで、Î

球の表面温度が上昇することです。その影響は、気候変動による気温の上昇や大雨の頻

度の増加等がもたらす災害の原因ともいわれています。

温室効果ガスの排出を最小限に抑え、地球温暖化を防止するためには、消費するエネ

ルギーをいかに少なくするか、また、エネルギーを有効に利用するかが大切です。もう

一つ大切なのは、石油などの化石燃料をできるだけ使わないようにして、太陽光などの

再生可能エネルギーを活用することです。これらの知恵と取組を共有して、市民全体で

地球温暖化対策を推進しましょう。

2 ごみ減量と資源化でものを無駄にしない社会に

ごみを減らすことは、ごみを燃やすことによって発生する二酸化炭素の削減につなが

り、これも地球温暖化防止のために重要です。たとえば、生ごみやせん定した枝、草を

堆肥として活用できれば燃やす必要はなくなります。そのためには、ごみを出す人、回

収する人、堆肥を使う人、そして、そこでできた作物を消費する人がネットワークを組

んでいく必要があります。その他の物も、ごみとして捨てず、次に使う人がいれば資源

になります。ごみを燃やさずに資源にする取組を、みんなで考えていきましょう。

3 緑の保全と緑化によって人と生き物が暮らしやすいまちに

1950 年代までの川越では、人口の半分以上の人は農業を営み、それにより地域の緑が

守られてきました。その後、人口が増え、工業、商業が充実し、農家人口は減少してい

ます。農地や	�Îは減少を続け、身近に自然を感じる場所がどんどん失われてきてい

ます。これによって、野生の生き物が暮らす場所も奪われ、きれいでさわやかな空気と

いう、私たちが暮らすために欠かせない環境も奪われてしまいました。失われた自然を

取り戻すことは困難ですが、市街地における緑を増やすため、家庭や身近な生活空間に

おける緑化も行われています。農地や樹林地の緑を守り、身近な生活空間の緑を増やす

ことは、今後の川越にますます重要なこととなります。かけがえのない緑を守り、増や

すために、みんなでどのようなことができるのかを考え、実行していきましょう。
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樹林地＊

　地球温暖化は、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス＊の濃度が高くなることで、地

球の表面付近の温度が上昇することです。その影響は、気候変動による気温の上昇や大

雨の頻度の増加等がもたらす災害の原因ともいわれています。

　温室効果ガスの排出を最小限に抑え、地球温暖化を防止するためには、消費するエネ

ルギーをいかに少なくするか、また、エネルギーを有効に利用するかが大切です。もう

一つ大切なのは、石油などの化石燃料をできるだけ使わないようにして、太陽光などの

再生可能エネルギーを活用することです。これらの知恵と取組を共有して、市民全体で

地球温暖化対策を推進しましょう。
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